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く朝鮮〉から見た中野重治
植民地知識人の自画像を求めて
A KOREAN PERSPECTIVE ON NAKANO SIGEHARU 
The search for a Colonial Intellectual’s Self-Image 
申銀珠＊
The purpose of this study is to investigate the foundation of the 
formation of Korea’s modern literature in its relationship to the 
development of Japan’s modern literature. As a part of this 
project I shall inspect the relationship between Korean literature 
and Nakano Shigeharu, shed light on the problem of the famous 
line in “Shinagawa Station in the Rain， ‘Both the rearguard and 
the vanguard of Japan’s proletariat' in the context of Korean 
literature, and attempt to investigate the literary historical 
significance of the proletarian literary movement in Korea’s 
modern literature. 
The Korean proletarian writers, Li Pukman and Lim Hwa were 
most strongly influenced by Nakano. Li Pukman, who was a 
member of the Japanese Proletarian Arts League, published The 




and was the one who later actually led the KAPF through the 
Propertyless Association. Li Pukman’s many critiques which were 
published in Chason Ilbo and Chosonchikwαng and were based on 
the theories of Nakano aroused considerable controversy in Korea 
and changed the KAPF’s direction. The poet Lim Hwa who 
responded to “Shinagawa Station in the Rain" with “Opening an 
Umbrella on a Yokohama Pier" was also strongly influenced by 
Nakano and transformed himself into the flag-bearer of theoretical 
conflict. Their activities had a sympathy and conviction which 
surpassed ethnicity. 
That Nakano’s article “Concerning the Japanese Proletarian Arts 
League" was published in The Arts Movement and that L1 
Pukman’s critiques and Lim Hwa’s poetry were published in The 
Pro letαriαn Arts is excellent proof showing the class solidarity and 
strength of the unifying forces which surpassed the ethnic wall 
separating Japanese and Koreans. However, the stronger that this 
class solidarity and unifying force got, the more swiftly faded the 
initial emphases of the KAPF, i.e. “a cry for a single Korean 
Ethnic Party" and “conquest of the field of vision of ethmc 
political struggle.” 
Just how seriously the problem of Korean national liberation was 
taken up in the Japanese proletarian movement which emphasized 
anti-imperialism and class solidarity is questionable, but we can 
not help pointing out the limits and contradictions within the 
Korean proletarian movement which poured its greatest effort into 
class rather than ethnic solidarity. However, despite these limits 
and contradictions, we can not very well totally deny the trail of 
those who lived with their respective convictions and hopes while 




























































































































にぬれて ×（者） ××（眼鏡） ××の×（猫背の彼）をおもひ出すjと
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初の作とされている f芸術運動j創刊号掲載の f雲一1927年jより 1カ月早く
発表されたものであるということも注目に価する。
『タンクの出発Jは、「数へ切れぬほどの多数の 二十世紀の機械が／止め度
なく 紛失されつつある」という書き出しで始まる。工場や農場や監獄で「機
能を失ったJ「地球上の諸機械」が車庫の中で黄や白や黒などの顔をした「新
しい機関車」を「製造しつつある」が、ある日「インタナショナルのタンク」
が車庫の戸を聞き、「非常な速力でもってクレムリンを出」て、ついには「地
球の中心を旋回し始める」という内容である。「インタナショナルのタンク」
に象徴されるマルクス主義の巨大な力を歌ったものであろうが、これは表現主
義、アナキズム、ダダイズムなどを経てマルクス主義に辿りついた林和自身の
文学的遍歴を象徴するもののようにも思われる。中野もまた『騎馬J( 1926・
9 ）に『機関車jという詩を発表しているが、機械、機関車というイメージは
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プロレタリア詩にしばしば登場する題材としての時代性を含んでいるものとい
えよう。
林和と李北満を繋ぐもう一つの例は、『無産者j2号（1929・7）に林和の
『病監で死んだ奴jが掲載されていることである。『無産者J2号は、 1926年の
六・ －0万歳事件の特集であったが、林和の『病監で死んだ奴Jは、六・ －0
万歳のとき監獄で死んだ同志を哀悼したものである。林和が渡目前から『無産
者Jの性格やKAPFの東京支部の意図するところを十分わかっていたことがこ
れで証明される。
以上のように、中野重治編集の fプロレタリア芸術jや李北満主宰の『無産
者jに詩を発表していた林和は、前記したような中野と李北満の活動の緊密な
関係も熟知していたであろう。李貴札は『朝鮮日報J(1932・1・7）紙上に林和
との関係について次のように語っている。
3年前に林和氏が東京に来たとき、私のところを訪ねて来ました。私の
うちがフ。ロ芸術連盟支部だったからです。それで知り合いになりました。
（中略）しばしば研究会なども聞き色々な問題を討議したりしました。（中
略）我々は投獄の覚悟の上で闘争しているので、心配は要りません。ただ
身体の健康だけを願うだけです。（原文韓国語、翻訳は引用者）
これは、林和が帰国後、再建共産党事件（1931・10）で投獄され不起訴処分
を受けて釈放された直後のものである。林和の闘争意志が李貴札の言葉を通し
て生き生きと伝わる。上記の文に見られるように、林和は無産者社員として研
究会を重ね理論闘争のための訓練を積んだであろう。無産者社の性格は、中野
重治と李北満との関係が象徴するような、民族の壁を越えた、階級の連帯感・
結束力の強い、国際的な感覚をもったものであった。
その一例として、私は今回の調査で、槙本楠郎の童謡集 『赤い旗j（紅玉堂
書店刊、 1932・5）に『コンコン小雪jの林和の韓国語訳が掲載されているの
を見つけることができた。「豆豆司叶叶号丘司」（プロレタリア童謡集）と
いうハングル文字が表紙を飾っているこの童謡集は、わずかな例に過ぎないが、
-141-
当時の雰囲気を象徴的に物語るものといえよう。「巻末」には「更にまた本書
の出版に当り特に尽力してくれた同志白須孝輔・伊東欣一 ・李北満、僕の童謡
を立派な朝鮮語訳にしてくれた植民地の詩人林和、……その他恒に多大の厚意
を寄せてくれるナップの同志達に謝意を表し、この書を捧く＼」という後書き
があり、プロレタリア文学運動に携わっていた文学者たちの意識の一端を垣間
見ることができる。
f雨の降る品川駅jに描かれた階級的連帯感に、林和自身大きな共感と感動
を覚えたであろうことは、『雨傘さす横浜埠頭jをもって応えた林和の姿勢か
ら十分読み取れるが、林和は、一年半の東京体験で、このような連帯感を強め、
より具体的な闘争の道に走るようになったのである。
林和は『雨傘さす横浜埠頭jを発表して半年後、『詩人よ！ 一歩前進しようj
（『朝鮮之光J1930・6）で、「詩人はもう詩人であることを完全に諦めなけれ
ばならない。一歩前進することは××××××の生活の中に入ること、労働者、
農民の生活過程を自分の生活感情とすることを意味する以外のなにものでもな
い。」（原文韓国語、翻訳は引用者）と主張している。これは、『雨傘さす横浜
埠頭J系列の詩の浪漫的要素を否定し、より前衛的で闘争的な実践の方向にい
かなければならないという自覚に基づいた変貌であり、まさに中野重治の『夜
刈りの思い出jへの傾倒を示すものである、と私は考える。
1930年代のKAPFは、日本帰りの林和ら若手理論家によってリードされるが、
これはまさにく朝鮮＞の特殊性から離れ、プロレタリア革命という普遍性・世
界性に目を向けたものであった。 1927年の第一次方向転換と比べればその違い
が明らかになる。
1927年9月のKAPF総会では、方向転換への内容を文書化している。『芸術
運動j創刊号 (1927・11）掲載の f無産階級芸術運動に対する論綱、本部草案j
は、 KAPFのマルクス主義精神をはじめて綱領化したものだが、それには次の
一節がある。
日本帝国主義の支配下にある朝鮮民衆は必然的にこの政治過程を過程し
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なければならないのであり、まさに現在過程しているのである。「朝鮮の
民族単一党」を絶叫し朝鮮各地から総力を集めているのである。
その故、朝鮮プロレタリア芸術同盟は無産階級運動の方向転換とともに
この民族的政治闘争の視野を戦取することで、この過程を過程しなければ
ならない。（原文韓国語、翻訳は引用者）
マルクス主義路線を表明しながら、民族解放という切実な現実問題を優先さ
せる意識が強くあらわれている。しかし、このようなKAPFの当初の主張は、
李北満ら＜第三戦線派＞の朝鮮での活動や、日本帰りの林和ら若手理論家が主
導権を握る過程で、急激に色槌せてしまった。それには、 1928年コミイテルン
第6次大会でのく一国家一党主義＞、再建共産党事件による第一次KAPF検挙
(1931・10）などの外的圧迫が大きく作用していることはいうまでもないが、
階級の連帯感をより強く経験した彼ら自身の心理的要因も微妙に働いていたこ
とは否定できない。彼らは、民族的団結よりも階級的団結にもっと大きな可能
性を確信したのであろう。このような彼らの過激な政治主義は、結果的には朝
鮮でキリスト教系や天道教系の民族主義者たちからの強い反発はもちろん、 K
APF内での対立をも招いた。
反帝国主義、階級的結束を主張した日本プロレタリア運動において、朝鮮の
独立という問題がどれほど真剣に取り上げられたかは疑問だが、民族的団結よ
り、階級的連帯にもっと大きな力を注いだ、朝鮮プロレタリア運動にも、その限
界と矛盾を指摘せざるをえない。しかしこのような限界や矛盾はあるにしても、
互いに求め合いながらそれぞれの信念と願望に生きた彼らの足跡をまるきり否
定するわけにはいかない。歴史は彼らが抱いた信念と願望とは全く違った方向
に向かっていた。我々は誰一人、歴史の荏桔から逃れることができないという
ことを、林和の運命が物語っているように私には感じられてならない。
以上、中野重治との関連部分を中心に韓国プロレタリア文学運動の一面を探っ
てきた。李北満や林和は、中野重治を通して、文学においても政治運動におい
ても、より大きな可能性を見ていたのであろう。また、中野自身もこのような
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関係を通して、より前衛的で闘争的な情熱を文学の場にまた政治の場に燃やし
たことであろう。しかし 彼らが求めた真の連帯とは、民族の独立・独自性を
確立した上で初めて成り立つものではなかったろうか。彼らの抱いた信念や願
望はく転向＞という大波の中で二重の絶望に化してしまった。彼らは、自らの
歪んだ自画像を絶望の中に見つめつづけたに違いない。
本文中に引用した中野重治の文章は、新版 f中野重治全集J（筑摩書房）に依拠した。
注
①矛学準は『中野重治の自己批判一一朝鮮への姿勢についてj（『新日本文学J1979・12）で、「朝鮮
および朝鮮人に対してだれよりも深く理解し愛していたと思われる中野に、朝鮮をテーマにした作品
がめっぽう少ないのはなぜだろうか。」という疑問を提示し、「中野の朝鮮への思いこみは、少なくと
も戦前までは共産主義としてのプロレタリア国際主義的立場以上には出ていかなかったと言える。」
と述べている。が、このように言い切れるかについては疑問が残る。
②『雨の降る品川駅jの初出の反訳者である水野直樹は、『「雨の降る品川駅」の事実しらべJ（『三千
里J21号、 1980・2）の付記で、反訳の経緯について次のように述べている。
『中野重治全集j第九巻月報に「雨の降る品川駅jの朝鮮語訳を発見したのは私であると書かれ
ている。しかし、このような場合に「発見Jというのが妥当かどうかわからないし、朝鮮語訳の存
在に気づいたのは私が最初ではない。金允植著・大村益夫訳『傷痕と克服jの236頁には『無産者j
への訳載のことが書かれている。ただ、私はこれによって伏字を起こすことができると考え、朝鮮
語を直訳したものを松尾尊先先生を通じて中野氏に届けた。中野氏はそれまで朝鮮語訳の存在を知
らず、たいへん喜ばれたとのことで、これによって記憶をとりもどしながら原詩の復元を試みられ
たという。私の「発見」といえば、こういうことだったのである。
まさに韓国と日本を、照らしあわせることによって、研究上の空白を埋めることができた、よい例で
ある。
③中野重治と李北満との関係についての証言として注目すべきものに、新島繁の f大陸人群像J（『民
主朝鮮J1949・1、2）がある。
討議要旨
粂川光樹氏が、日韓両国の資料を付き合わせていくといった研究の現況を問われた。
発表者は、日本では、朝鮮人によって日本語で書かれたものは日本語文学の範鴫で研究
されており、韓国の現代文学研究でも、日本文学との関わりという視点のものは、まだ
少ないのが現状である、まったくないわけではないが、やはり日本という視野を取り入
れることによって、韓国で切り捨てられている部分も明らかになるであろうし、日本の
文学研究にも新しい視点がひらけるのではないか、と答えられた。また、呉皇禅氏から
も質問があり、発表者は、韓国が日本の文学における考えをコピーしたとか、受容した
というだけの考え方は単純にすぎるであろうことを強調された。
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